
　　落橋防止システム設計の手引き（令和元年6月）　正誤表 作成：2022年7月
更新：2023年8月
更新：2023年9月

頁 誤 正 備考

30 （下から15行目） （下から15行目） 2023.8
表4.7　PC鋼より線の降伏強度の特性値 表4.7　PC鋼より線の降伏強度の特性値

       SWPR7AN,SWPR7AL     15.4mm，7本より　　1470        SWPR7AN,SWPR7AL     15.2mm，7本より　　1470

50 （上から8行目） （上から8行目） 2022.7

　ボルト（主桁ウェブ両側設置のため作用力を2倍する） 　ボルト

51 （下から10行目） （下から10行目）

52 （上から3行目） （上から3行目）

58 （上から13行目） （上から13行目）

2)限界状態3の規定に準じた照査 2)限界状態3の規定に準じた照査

Psdb ＝
2・M・n・yel

Σ（n・yei
2)

306.2 × 2 × 428×10 -3

2,644,456 × 10 -6
＝ 99.12 kN＝ Psdb ＝

M・n・yel

Σ（n・yei
2)

153.1 × 2 × 428×10 -3

2,644,456 × 10 -6
＝ 49.56 kN＝

＝
99.1 × 10 3 × ( 1 ＋ 0.399 ）

2
＝ 69,333 N  ≦ Vtyd ＝

49.6 × 10 3 × ( 1 ＋ 0.399 ）

2
＝ 34,695 N  ≦ Vtyd

＝
99.1 × 10 3 × ( 1 ＋ 0.399 ）

2
＝ 69,333 N  ≦ Vtud ＝

49.6 × 10 3 × ( 1 ＋ 0.399 ）

2
＝ 34,695 N  ≦ Vtud
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頁 誤 正 備考

58 2022.7
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59 （下から9行目） （下から9行目） 2022.7

         ＝　893,880 N          ＝　2,145,312 N

（下から12行目） （下から12行目）

　せん断補強鉄筋の部材軸方向の間隔（mm)  a ＝ 300 mm　（n＝5本） 　せん断補強鉄筋の部材軸方向の間隔（mm)  a ＝ 300 mm　（n＝12本）

60 （上から11行目） （上から11行目）

　　　　＝ 1.00 × 0.85 ×（ 0.95 × 11,980,800 ＋ 0.95 × 893,880 ） 　　　　＝ 1.00 × 0.85 ×（ 0.95 × 3,372,970 ＋ 0.95 × 2,145,312 ）

（上から12行目） （上から12行目）

　　　　＝　10,396,304　N 　　　　＝　4,456,012　N

（上から18行目） （上から18行目）

　　　　S ＝　3,675,000 N  ≦　10,396,304　N 　　　　S ＝　3,675,000 N  ≦　4,456,012　N

（下から2行目） （下から2行目）

　　　　≦　Susd ＝10,396.3　kN 　　　　≦　Susd ＝4,456.0　kN

61 （下から2行目） （下から2行目）

79 （下から11行目） （下から11行目）

　作用する等分布荷重 　作用する等分布荷重

（下から9行目） （下から9行目）

　固定板の辺の長さ 　固定板の辺の長さ

（下から6行目） （下から6行目）

　固定板の断面係数 　固定板の断面係数

（下から3行目） （下から3行目）

　最大曲げモーメント 最大曲げモーメント

　 Mb　＝　β・q・a
2

　 Mb　＝　β・q・a
2

　　　 ＝ 0.0853 × 68.4 × 150.0 
2  

＝ 131,307 N・mm  　    ＝ 0.0834 × 6.76 × 150.0 
2  

＝ 12,685 N・mm/mm

80 （下から3行目） （下から3行目）

   σcd ＝ 11 N/mm
2
　≦　σcrld ＝　235 N/mm

2
   σcd ＝ 157 N/mm

2
　≦　σcrld ＝　235 N/mm

2

2022.7
ただし、
下線部は
2023.8q ＝

T

a・b

152.3 × 10 3

22,500
＝ 6.76 N/mm/mm＝

W ＝
tb

2

6

22 2

6
＝ 80.7 mm3/mm＝

σcd ＝
Mb

W

12,685

80.7
＝ 157 N/mm2＝

σb ＝
HFU

bw・d

3,973,214

7,800 × 480
＝ 1.06 N/mm2＝ σb ＝

HFU

6・Ab

3,973,214

6 × 57,836
＝ 11.4 N/mm2＝

b

a

150.0

150.0
＝ 1.0 よって，β＝0.0834 ＝

q ＝
T

Aw

152.3 × 10 3

2,226.6
＝ 68.4 N/mm2＝

W ＝
a・tb

2

6

150 × 22 2

6
＝ 12,100 mm3＝

b

a

150.0

150.0
＝ 1.0 よって，β＝0.0853 ＝

σcd ＝
Mb

W

131,307

12,100
＝ 11 N/mm2＝
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全ページ 差替え　（別添ファイル「差替えページ(P81～P97)」参照）

85  (上から10行目) 別添ファイル (p.86 上から1行目)

86  (上から2行目) 別添ファイル (p.86 下から10行目)

81～
97

2022.7
ただし、
下線部は
2023.8
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113 （下から9行目) （下から9行目) 2022.7

1)破壊抵抗曲げモーメントの特性値

　Muc = 0.85・σck・Kc = 0.85×0.24×12,127.0×10 
-3
 = 247.4 kN・m
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頁 誤 正 備考

113 2022.7

（下から7行目) （下から7行目)

2)部材破壊に対する曲げモーメントの制限値 2)部材破壊に対する曲げモーメントの制限値

  Mud ＝ ξ1・ξ2・φu・Mcu   Mud ＝ ξ1・ξ2・φu・Mcu

　　　＝ 1.00×0.90×1.00×247.4×10 
6
 ＝ 222,660,000 N・mm 　　　＝ 1.00×0.90×1.00×115.0×10 

6
 ＝ 103,500,000 N・mm

114 （上から1行目) （上から1行目)

3)部材破壊に対する曲げモーメントの照査 3)部材破壊に対する曲げモーメントの照査

  M ＝ 97,500,000 N・mm ≦ Mud ＝ 226,660,000 N・mm   M ＝ 97,500,000 N・mm ≦ Mud ＝ 103,500,000 N・mm

122 （上から5行目) （上から5行目) 2023.9

コンクリートの負担する耐力 コンクリートの負担する耐力

Pc ＝ 0.32・α・     ・Ac Pc ＝ 0.32・α・     ・Ac

   ＝ 0.32×0.273×     ×8,237,794.0 = 3,525,568.6 N    ＝ 0.32×0.273×     ×9,333,809.5 = 3,994,635.7 N

（下から6行目) （下から6行目)

底面　1／2×（1,500＋4,000）×1,300×　 = 5,055,813.5 mm
2

底面　1／2×（1,400＋4,400）×1,500×　 = 6,151,829.0 mm
2

側面　1／2× 1,500 × 4,000 ×   × 2　 = 3,181,980.5 mm
2

側面　1／2× 1,500 × 4,000 ×   × 2　 = 3,181,980.5 mm
2

                                      Ac= 8,237,794.0 mm
2

                                      Ac= 9,333,809.5 mm
2

123 （下から4行目) （下から4行目)

水平力の照査 水平力の照査

Pbs ＝ Pc ＋ Ps Pbs ＝ Pc ＋ Ps

    ＝ 3,525.6 ＋ 1,245.4 ＝ 4,771.0 kN     ＝ 3,994.6 ＋ 1,245.4 ＝ 5,240.0 kN

2
σ𝑐𝑘 24

2 22
24σ𝑐𝑘


